	第3回　法人研修報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

報告書：新山真已子　松村裕美　平澤真嵩

	講義内容：「食中毒と感染症予防」

	講　師　：八戸保健所(衛生課：水島亮様、保健予防課：坂上正子)

	日　時　：平成29年7月4日（火）5日（水）　17：30～18：30

	場　所　：メンタルケア病棟　4Ｆ　千葉記念講堂

	1.研修項目

1 夏に多い感染症と予防策

(1) ヘルパンギーナ

(2) 手足口病

(3) 咽頭結膜熱(プール熱)

(4) 伝染性紅斑

(5) 手指衛生

(6) 個人防護具

(7) 蚊媒介感染症

(8) 感染発生時の保健所への報告

2 食中毒の予防について

(1)「食品衛生」とは

(2)年次別食中毒発生状況

(3)月次別食中毒発生状況

(4)食中毒の分類

(5)食中毒予防の3原則

(6)病原性大腸菌

(7)カンピロパクター

(8)黄色ブドウ球菌

(9)サルモネラ

(10)ウェルシュ菌

(11)ノロウィルス

(12)食材ごとの注意点

2.アンケート集計　　

　　　参加対象者　　　　　　　　245名
　　　業務扱い　　　　　　　　　18名

　　　欠席者　　　　　　　　　　85名  

　　　当日参加者　　　　　　　　142名
当日参加率　　　　　　　　57.9％

参加率・業務者含め　　　　65.3％

アンケート回収率　  　　　100％　

　　

アンケート結果　（重複回答あり）
　分かりやすかった　　 　129名
楽しかった　　　　　   　4名
難しかった　　　　　 　　0名
つまらなかった　　　   　0名

無回答　　　　　　　    10名

　　　

3.感想

· 液体石鹸の継ぎ足し字の注意点など、普段行っている内容への注意点を知る事が出来て良かったです。

· 食中毒の話はポイントを踏まえた話を聞く事が出来てよかったです

· ヒトスジシマカが青森県に生息してる事に驚いた。

· 鶏肉には気をつけようと思う。食べるのが怖いと感じた。

· 咽頭結膜炎がこの時期に増えていると、感染性胃腸炎も増える時期なので注意しなくてはいけない。

· 蚊の発生源に興味があったので、話を聞く事が出来てよかった。

· 食中毒は年中起こっているので、手指消毒や正しい調理法を行い予防に気をつけたい。

· 医療機関では必ずやるべき研修だと思った。

· 初めて聞いた感染症も多く、流行には気をつけたいと思った。

· 咳エチケットなど、人に移さない方法はたくさんあるが自分の対策は甘いと感じた。

· 医療従事者から患者への感染を起こさないようにしたい。覚えたい内容がたくさんあり参考になった。

· 医療現場だけではなく広い内容での研修だったが、とても分かりやすかった。

· 手指衛生を徹底し、スタンダードプリコーションをしっかりと感染予防に努めていきたい。

· 学んだ事を生活や仕事にあてはめて注意したい。

· 三八地区の最新の感染症情報を得る方法を確認する必要があると感じた。

· 手洗いは日常的に行っているが、もっと感染症予防という意識を持って気をつけたい。

· 具体的な例がありとても分かりやすかった。

4.反省・改善点

　今回外部の方に講習を依頼するにあたり、依頼文が必要であり、事前準備時間に余裕を持ってできなかった。今後も外部の方に講習を依頼する研修がある為、依頼文が必要になる可能性や他の研修では準備しなかったものを準備しなければいけないことを踏まえて事前準備を進めていく。又、研修内容決定や当日までの打ち合わせ等合わせて時間に余裕を持ち準備していく。

5.考察

　第3回法人研修では、食中毒と感染症について改めて再確認・学ぶことが出来たと考える。感染症については夏に多く見られるウィルスに焦点を当てた内容と手指衛生や保健所への報告であった。医療従事者として法人スタッフの振り返りになったのではないかと考える。食中毒については発生状況と事案・事件を踏まえて知ることができ、食品衛生に関心をもてる機会になったと考える。今回の研修を通して、食中毒と感染症の予防策について再認識し、今後の感染予防と適時対応に改善・向上が図れると考える。
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